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長岡市イノベーション加速化補助金（デジタル技術活用事業）
補助事業の成果

	申請者名：
	○○○○株式会社



１　補助事業の内容
	補助事業の名称
	在庫管理および受注処理のデジタル一元化システム導入
	事業

	区分
	☑ア．デジタル化による新たなビジネス転換や生産性向上等を目的とした
設備・システム・サービスの導入や活用を行う事業
□イ．ECサイト等のWeb販売サイトへの出店事業

	事業目的
	[bookmark: _Hlk221888715]・計画の要約（事業計画書から転載も可）
・計画で示した課題と、デジタル化が必要とされた理由のまとめ
	当社は紙とExcelによる工程管理に依存しており、作業指示の遅延や属人化が発生していた。短納期案件への迅速な対応が困難であったため、工程管理・作業指示・進捗入力を一元化するクラウド型システムの導入を目的とした。

	事業内容
(実績)
	[bookmark: _Hlk221888755]・導入したシステム・機能・構成の最終形
・実施した改善内容（受注管理・工程管理・進捗入力など）
	本事業では、計画書で示したとおり 受注情報・工程計画・作業指示を一元管理できるクラウド型作業管理システムを導入した。

実際の導入においては、以下の機能を設定・稼働させた：
・受注データの自動取り込み（基幹システムからの連携を設定）
・工程ごとの作業予定の自動生成機能の有効化
・タブレットからのリアルタイム進捗入力による現場更新の即時反映
・作業指示内容の自動更新と、全作業者端末への即時共有機能の運用開　
　始
・納期変更時の自動再スケジューリング機能の設定と検証、現場展開
・工程負荷の可視化ダッシュボードを整備し、負荷調整や人員割当判断に活用できる状態とした

これらの機能を実装したことで、工程管理と作業指示の標準化が進み、
短納期案件やイレギュラー対応時の業務フローが大幅にスムーズとなった。
パイロット導入を経て、全工程に展開し、現場全体で安定稼働している。

	事業成果
	・項目名、現状（Before）、事業後の見込み（After）は事業計画書から転記

	
	【成果（Before/After 実績）】
	項目
	現状
（Before）
	事業後の見込み
（After）
	After
（実績）
	達成状況
（達成／部分達成／未達成）

	工程計画の作成時間
	1件 30～40分
	1件 5～10分程度に短縮
	8分
	達成

	進捗更新作業
	1日 約90分
	自動反映により約15分に削減
	20分/日
	部分達成

	作業指示書の差し替え
	1日 10件以上
	システム自動更新により不要
	0件
	達成

	記載ミス・転記ミス
	月3～5件
	ほぼゼロへ
	0件
	達成

	情報共有のタイムラグ
	担当者依存・紙配布
	全社リアルタイム共有が可能
	全社リアルタイム共有
	達成




	今後の展開
	[bookmark: _Hlk221888773]・今後の利活用の方向性（データ活用、分析、工程最適化など）
・定着に向けた取り組み（マニュアル整備・追加教育など）
・計画書で示した展開のうち、着手できた点／今後実施予定の点
	システム導入により蓄積される作業時間データ・負荷データを活用し、工程ごとのボトルネック分析や作業時間のばらつきの可視化を進め、生産性分析および業務標準化に取り組む予定である。

さらに、将来的には以下の高度化を段階的に進める：
・作業実績に基づき、人員配置の最適化を図ることで、負荷バランスの平準化と生産効率向上を目指す。
・工程データを用いた原価管理の高度化に取り組み、工程別コストの把握と改善余地の特定を行う。
・外注先とのデータ連携を進め、受発注状況や進捗情報を共有することで、サプライチェーン全体の最適化を図る。
・AIを活用した負荷予測や納期自動回答機能の導入を検討し、短納期案件への迅速な対応や計画精度の向上を目指す。

これらを通じて、デジタル化の定着と業務全体の高度化を継続的に推進していく。





３　事業経過
	スケジュール
	開始
	　　交付決定
	完了
	　　　令和9年２月28日

	
	ステップ
	実施時期（月）

	
	
	４
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	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３

	
	現状調査
	
	
	
	
	■
	
	
	
	
	
	
	

	
	To-Be業務設計
	
	
	
	
	■
	
	
	
	
	
	
	

	
	SaaS初期設定・
簡易連携
	
	
	
	
	
	■
	
	
	
	
	
	

	
	端末・ネットワーク整備／パイロット準備
	
	
	
	
	
	
	■
	
	
	
	
	

	
	パイロット開始
	
	
	
	
	
	
	
	■
	
	
	
	

	
	機能調整・運用ルール確定
	
	
	
	
	
	
	
	■
	
	
	
	

	
	全工程展開の準備
	
	
	
	
	
	
	
	
	■
	
	
	

	
	全体展開スタート
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	■
	
	

	
	本番稼働の安定化
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	■
	

	
	総括・評価・次期改善提案
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	■
	

	産業財産権の
取得
	□ 取得する
	取得権利： □特許権 □実用新案権 □意匠権 □商標権
発明等の名称：

	
	☑ 取得しない
	理由：不要のため

	
	□ 未調査または調査中
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